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す
べ
て
本
土
の
大
学
設
置
基
準
に
満
た
な
か
っ
た
）
、
翌
年
再
認
可
を
得
て
危
う
く
存
続
す
る
と
い
う
稀
有
の
歴
史
も
有
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
大
学
存
続
の
た
め
に
、
学
生
・
教
職
員
が
文
部
省
（
当
時
）
前
に
座
り
込
み
、
学
生
募
集
で
学
生
が
県
内
高
校
を

訪
ね
て
回
る
な
ど
し
た
。
日
本
広
し
と
言
え
ど
も
こ
ん
な
大
学
は
他
に
は
あ
る
ま
い
。

「
大
学
冬
の
時
代
」
は
、
小
規
模
地
方
私
立
大
学
に
と
っ
て
厳
し
い
時
代
だ
と
い
わ
れ
、
入
学
定
員
割
れ
の
大
学
も
少
な
く
な

い
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
沖
縄
大
学
が
、
な
ん
と
か
入
学
定
員
を
維
持
し
、
財
政
状
況
も
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共

済
事
業
団
の
経
営
分
析
の
指
標
で
Ａ
１
（
超
優
良
）
の
水
準
を
満
た
し
、
二
〇
〇
七
年
度
に
は
文
部
科
学
省
が
財
政
支
援
の
対
象

と
す
る
Ｇ
Ｐ
、
す
な
わ
ち
他
大
学
で
も
参
考
に
な
る
「
優
れ
た
教
育
活
動
」
（
G
o
o
d
P
ra
ctice）

な
ど
の
四
つ
の
大
学
教
育
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
同
時
に
採
択
さ
れ
る
中
で
五
〇
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
正
直
、
幸
運
の
一
語
に
尽
き
る
。
個
性
を
追
求
す

る
全
国
の
小
規
模
地
方
私
立
大
学
の
皆
さ
ん
に
多
少
な
り
と
も
参
考
に
な
れ
ば
と
の
思
い
で
、
こ
れ
か
ら
も
続
く
「
小
さ
な
大
学

の
大
き
な
挑
戦
」
に
つ
い
て
以
下
に
報
告
す
る
。

地
域
と
共
に
生
き
る
大
学

復
帰
前
の
民
主
化
闘
争
、
復
帰
時
の
存
続
闘
争
、
存
続
後
の
大
学
の
将
来
へ
の
懸
念
か
ら
生
じ
た
入
学
者
の
減
少
、
赤
字
の
累

積
、
教
職
員
給
与
の
遅
配
欠
配
、
そ
し
て
身
売
り
話
ま
で
出
た
大
学
移
転
問
題
な
ど
、
長
く
困
難
な
時
期
が
続
い
た
。
そ
う
し
た

時
期
を
経
て
、
私
立
大
学
と
し
て
の
建
学
の
理
念
を
よ
う
や
く
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
創
立
二
〇
周
年
の
一
九
七
八
年
ご

ろ
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
地
域
に
根
ざ
し
、
地
域
に
学
び
、
地
域
と
共
に
生
き
る
、
開
か
れ
た
大
学
」
、
こ
れ
が
新
生
沖
縄
大
学
が
理

念
と
し
て
打
ち
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
「
地
域
に
根
ざ
す
大
学
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、

今
日
で
こ
そ
珍
し
く
な
い
。
し

か
し
三
〇
年
前
に
は
、
他
に
見
ら
れ
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
大
学
経
営
の
プ
ロ
は
一

人
も
い
な
か
っ
た
。

逆
に
言
え
ば
教
職
員
す
べ
て

が
経
営
者
で
あ
っ
た
。

自
力
更
生
・
自
主
管
理
と
い
う
合
言
葉
の
下
に
、
ど
ん
底
か
ら
の
模
索
と
挑
戦
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

新
生
沖
縄
大
学
に
よ
る

具
体

的
な
大
学
教
育

改
革
は
、
入

試
制
度
の

改
革
か
ら

始
ま
っ
た
。
「
学
ん
だ
学

力
、
身
に
つ

け
た

知

識
の
量
よ
り
も
、
学
ぶ
意
欲
を
」
と
い
う
の
が
そ
の
基
本
方
針
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
地
域
に
根
ざ
す
大
学
と
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
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小
さ
な
大
学
の
大
き
な
挑
戦

沖
縄
大
学
は
、
日
本
の
最
南
端
に
位
置
す
る
小
さ
な
私
立
大
学
で
あ
る
。
創
立
は
、
私
大
と
し
て
は
沖
縄
で
最
も
古
く
一
九
五

八
年
で
あ
り
、
今
年
、
創
立
五
〇
周
年
を
迎
え
る
。
収
容
定
員
は
二
学
部
四
学
科
で
二
三
二
〇
名
、
大
学
院
一
研
究
科
（
修
士
課

程
）
で
二
〇
名
で
あ
る
。

創
立
五
〇
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
沖
縄
大
学
で
は
五
〇
年
史
を
取
り
ま
と
め
た
。
表
題
は
「
小
さ
な
大
学
の
大
き
な
挑
戦
」

で
あ
る
。
文
字
通
り
「
波
乱
万
丈
」
の
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
沖
縄
大
学
も
、
五
〇
周
年
と
い
う
節
目
の
年
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く

初
め
て
の
自
校
史
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
段
階
に
達
し
た
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
読
者
に
手
に
と
っ
て
も
ら
う
た
め
、
高
校

生
に
も
読
み
や
す
い
よ
う
に
執
筆
し
、
市
販
本
と
し
て
全
国
の
書
店
で
販
売
す
る
。
あ
ま
り
例
が
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
沖
縄
大
学
は
、
一
貫
し
て
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
誇
り
、
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
追
求
し
て
き
た
。
沖
縄

の
本
土
復
帰
時
に
は
、
日
本
の
大
学
設
置
基
準
に
満
た
な
い
と
し
て
認
可
が
得
ら
れ
ず
（
琉
球
大
学
を
は
じ
め
、
沖
縄
の
大
学
は
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小
規
模
地
方
私
立
大
学
の
挑
戦

～
地
域
共
創
・
未
来
共
創
の
大
学
を
め
ざ
し
て
～

桜
井
国
俊

（
沖
縄
大
学
学
長
）
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〇
七
年
度
の
現
代
Ｇ
Ｐ
で
採
択
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
他
に
も
、
地
域
の
小
・
中
・
高
校
生
へ
の
研
究
支
援
、「
泡
盛
講
座
」
や
「
お
菓
子
講
座
」
な
ど
社
会
人
の
学
び
直
し
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
寄
附
講
座
の
開
設
な
ど
、
沖
縄
大
学
は
地
域
の
変
化
す
る
教
育
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
し
つ
つ
様
々
な
模
索
と
挑
戦
を

続
け
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
沖
縄
大
学
が
、
現
在
、
目
指
し
て
い
る
も
の
は
、
学
生
が
主
役
の
大
学
づ
く
り
で
あ
る
。
二
〇
〇

五
年
か
ら
、
創
立
記
念
日
の
六
月
一
〇
日
に
は
「
沖
縄
大
学
は
私
が
変
え
る
」
と
い
う
学
生
中
心
の
大
討
論
集
会
を
毎
年
開
催
し
、

学
生
の
大
学
改
革
提
案
を
学
生
が
選
び
、
そ
の
実
施
を
大
学
が
財
政
支
援
し
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
学
部
教
育
に
義
務
化
さ
れ
た

Ｆ
Ｄ
に
つ
い
て
も
、
学
生
の
持
つ
可
能
性
を
い
か
に
引
き
出
す
か
を
主
眼
に
進
め
て
い
る
。

地
域
共
創
・
未
来
共
創
の
大
学
を
め
ざ
し
て

五
〇
周
年
を
機
に
沖
縄
大
学
は
、
「
地
域
共
創
・
未
来
共
創
の
大
学
へ
」
と
そ
の
基
本
理
念
を
発
展
さ
せ
る
。
大
学
が
根
ざ
す

地
域
と
の
か
か
わ
り
を
、
よ
り
積
極
的
で
対
等
な
も
の
と
し
て
い
く
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
応
し
て
、
沖
縄
大
学
が
育
成
を
め

ざ
す
学
生
像
も
、
そ
の
中
心
に
「
共
創
力
の
豊
か
な
人
間
」
を
据
え
る
こ
と
と
し
た
。
「
共
創
力
の
豊
か
な
人
間
」
と
は
、
人
の

共
感
を
信
頼
し
、
互
い
の
力
を
持
ち
寄
っ
て
よ
り
良
い
社
会
を
共
に
創
っ
て
い
く
力
の
あ
る
人
間
で
あ
る
。
「
競
争
力
か
ら
共
創

力
へ
」
、
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
沖
縄
大
学
は
、
学
生
た
ち
が
互
い
に
信
頼
し
、
助
け
合
い
、
教
え
あ
い
、
育
ち
あ
う
環
境
を

整
備
し
、
対
話
力
・
共
創
力
・
実
践
力
の
あ
る
人
間
の
育
成
に
努
め
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
五
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
現
在
、

新
館
ビ
ル
の
建
設
な
ど
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
学
生
の
共
創
力
育
成
で
あ
る
。

「
大
学
冬
の
時
代
」
と
言
わ
れ
る
が
、
今
、
危
機
に
直
面
し
て
い
る
の
は
大
学
だ
け
で
は
な
い
。
時
代
の
趨
勢
は
、
沖
縄
大
学

が
そ
の
中
で
共
に
生
き
て
き
た
沖
縄
社
会
に
と
っ
て
も
、
世
界
に
と
っ
て
も
楽
観
を
許
さ
な
い
も
の
が
あ
る
。
沖
縄
大
学
は
、
そ

う
し
た
危
機
の
時
代
を
、
自
立
と
平
和
を
求
め
る
個
性
的
沖
縄
社
会
と
共
に
乗
り
切
り
、
新
し
い
歴
史
を
切
り
拓
い
て
い
き
た
い

と
思
う
。

（
沖
縄
大
学
Ｕ
Ｒ
Ｌ
h
ttp
:/
/
w
w
w
.o
k
in
a
w
a
-u
.a
c.jp
/
）
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を
見
直
し
、
沖
縄
関
係
科
目
群
の
設
置
を
行
っ
た
。
学
生
た
ち
に
、
自
ら
が
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に
つ
い
て
体
系
的
学
習
の
機
会

を
与
え
よ
う
と
い
う
の
が
そ
の
趣
旨
で
あ
っ
た
。
四
年
間
一
貫
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
体
制
を
確
立
し
、
答
案
・
レ
ポ
ー
ト
の
返
却
運
動
な

ど
も
行
わ
れ
た
。
今
日
で
は
、
単
位
互
換
は
あ
る
種
の
流
行
で
あ
る
が
、
沖
縄
大
学
は
、
全
国
で
は
じ
め
て
他
大
学
と
の
単
位
互

換
制
度
を
確
立
し
た
。
沖
縄
は
、
歴
史
的
に
も
文
化
的
に
も
、
さ
ら
に
は
自
然
環
境
の
上
で
も
、
日
本
の
中
で
も
っ
と
も
独
自
性

の
強
い
地
域
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
独
自
性
は
、
こ
れ
を
相
対
化
す
る
視
点
に
立
つ
と
き
、
よ
り
明
確
に
認
識
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

と
い
う
の
が
、
制
度
確
立
の
ね
ら
い
で
あ
っ
た
。
こ
の
制
度
は
、
沖
縄
大
学
を
日
本
の
地
域
的
文
化
的
多
様
性
を
相
互
確
認
す
る

教
育
的
拠
点
に
発
展
さ
せ
、
大
学
の
活
性
化
に
大
い
に
貢
献
し
た
。

ま
た
沖
縄
大
学
で
は
、
地
域
に
お
け
る
生
涯
教
育
の
拠
点
と
し
て
土
曜
教
養
講
座
を
月
二
回
の
頻
度
で
開
催
し
て
す
で
に
三
〇

年
に
な
る
。
沖
縄
は

島
嶼

県
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
大
学
を
地
域
へ
」
と
の

考
え
に
基
づ
き
、

琉
球

弧
縦

断
移
動

市
民
大
学
を
開

始
し
た
の
も
三
〇
年
前
で
あ
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
に
一
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
開
催
し
た
「
沖
縄
戦
と
基
地
問
題
を
考
え
る
沖
縄

セ
ミ
ナ
ー
」
に
は
、
本
土
の
高
校
教
師
が
多
数
参
加
し
、
平
和
教
育
を
中
心
と
し
た
そ
の
後
の
高
校
生
の
沖
縄
へ
の
修
学
旅
行
増

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

今
も
続
く
模
索
と
挑
戦

沖
縄
大
学
は
、
県
都
那
覇
市
に
立
地
す
る
大
学
で
あ
る
。
那
覇
市
を
含
め
た
地
域
と
は
、
長
年
に
わ
た
る
土
曜
教
養
講
座
や
移

動
市
民
大
学
、
さ
ら
に
沖
縄
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
協
力
実
績
が
あ
る
が
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て
沖
縄
大
学
は
「
地
域
共
創
」
に
向
け

地
域
社
会
と
の
連
携
の
更
な
る
強
化
に
乗
り
出
し
た
。
ま
ず
「
福
祉
」「

商
店
街
の
活
性
化
」「

緑
化
」
を
テ
ー
マ
に
那
覇
市
と
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
始
め
た
。
ま
た
二
一
世
紀
は
環
境
の
世
紀
で
あ
る
と
の
自
覚
に
も
と
づ
き
、
環
境
に
つ
い
て
の
知
識
が
深
く

意
識
の
高
い
地
球
市
民
と
し
て
学
生
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
に
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
宣
言
を
行
い
、
二

〇
〇
二
年
五
月
に
IS
O
14001の

認
証
を
取
得
し
た
。「

エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
エ
コ
シ
テ
ィ
へ
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
キ
ャ

ン
パ
ス
の
エ
コ
化
の
経
験
に
基
づ
い
て
地
域
の
エ
コ
化
に
取
り
組
む
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
こ
の
取
り
組
み
は
、
二
〇
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